
施行から5年 丸亀市自治基本条例 
住宅の耐震診断・改修工事補助 
住宅用火災警報器 
子ども手当の申請を 
まるがめ文化芸術祭2011 
資料館リニューアルオープン 

新フェリー「しわく丸」就航就航 新フェリー「しわく丸」就航就航 新フェリー「しわく丸」就航 

10
平成23年 
（2011） 

No.79

（5詆に関連記事関連記事） （5詆に関連記事） 



●小学3年生防火ポスター展／日時：10月21日貊～28日貊（土・日曜は除く）、場所：市役所１階ロビー 23

住宅の耐震診断・改修工事補助 

設置していますか？ 住宅用火災警報器 

住宅の耐震診断・改修工事補助 

設置していますか？ 住宅用火災警報器 

　今後30年以内に高い確率で発生すると言われて
いる南海地震。住宅の耐震性を高め倒壊を防ぐこ
とが、安心・安全な暮らしにつながります。 
　大切な命を守るため、市の耐震診断・改修工事
補助制度を活用してください。 

補助対象住宅 
①昭和56年5月31日以前に着工された賃貸住宅、

　社宅を除く一戸建て住宅、長屋、併用住宅（住

　宅部分が50％以上のもの） 

　　昭和56年５月31日以前に建築し、増築を行っ

　た住宅も補助の対象 

②市内に住所のある人が自ら所有している住宅で、

　耐震対策後も主たる居住場所として利用 

③建築基準法の規定に違反していない 

補助内容 
【耐震診断】 
　耐震診断技術者※が建築基準法の規定や、国の定

める方針に基づいて行う診断であること。 

　※所定の講習を受けた建築士または構造設計一

　級建築士 

補助額　費用の３分の２以内（上限６万円） 

【耐震改修工事】  
　建築基準法の規定や国の方針に基づく工事(実

施設計費用も補助対象)。ただし、県内に営業所

のある事業者の施工に限ります。 

補助額　費用の２分の１以内（上限60万円） 

申し込み 
　12月15日貅まで 

注意事項 
蘆補助対象事業は平成24年 

　２月29日貉までに事業完 

　了するものに限ります。 

蘆耐震改修工事のみ補助を受ける場合でも、耐震

　診断技術者による事前診断が必要です。 

蘆申請は敷地単位で受け付けます。 

蘆同一の建物について、2度補助を受けることは

　できません。 

蘆補助の交付決定前に工事契約を行った場合、補

　助を受けることができません。 

蘆リフォーム工事を併せて行う場合などは、耐震

　改修に要する費用のみが対象です。 

蘆市税を滞納している場合、補助を受けることが

　できません。 

　詳しくは、都市計画課へ。 

　住宅火災で亡くなる人の多

くが、出火に気付かずに逃げ

遅れています。火災を早期に

発見し大切な命を守るために、

火災警報器の設置をお願いし

ます。 

住宅用火災警報器設置補助 
　市では、６月１日から既存

住宅への設置も義務付けられ

た火災警報器の設置を促進す

るため、購入費の補助を行っ

ています。 

対象者：市に住所がある独り
暮らしの65歳以上の人で、平

成22年分の所得税が課税され

ている人 

補助金額：1500円を上限と
し、購入額が1500円未満の

場合はその金額 

申請期限：平成24年３月31日
その他：平成22年分の所得税
が非課税の人は、市老人日常

生活用具給付事業を利用して

ください。詳しくは高齢者支

援課（蘂24-8831） 

悪質な訪問販売に 
注意してください 
蘆消防署が住宅用火災警報器 

　を販売することはありません。 

蘆住宅用火災警報器は、業者 

　による設置報告や点検業務

　はありません。 

住宅用火災警報器 
リコール情報 
　ヤマトプロテック株式会社

が販売した住宅用火災警報器

に、誤警報などの不具合が発

生し、同社が代替品への交換

を行っています。 

商品名：けむぴー（型式ＹＳ
Ａ-210、ＹＳＡ-510ＶＴなど） 

相談窓口：薔0120-801-084
（午前９時～午後５時、土・

日、祝日を除く） 

消防本部予防課 蘂25-4004

都市計画課 蘂24-8812

活用してください！ 
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平
成
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10
月
に
施
行
さ
れ
、
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年
が
経
過
し
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「
丸
亀
市
自
治
基
本

条
例
」
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さ
ら
な
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あ
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ま
ち

づ
く
り
に
向
け
、
改
め
て
ご
紹
介
し

ま
す
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ど
ん
な
条
例
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「
自
治
基
本
条
例
」
は
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
た
、

市
の
憲
法
と
も
言
え
る
も
の
で
す
。

市
が
行
う
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
は
、

こ
の
条
例
の
考
え
に
従
っ
て
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

「
自
治
」
っ
て
ど
ん
な
意
味
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条
例
の
名
称
に
も
使
わ
れ
て
い
る

「
自
治
」
と
は
「
自
分
の
こ
と
を
自

分
で
責
任
を
も
っ
て
行
う
こ
と
」
を

言
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
も
、

家
族
の
こ
と
は
家
族
で
話
し
合
っ
て

決
め
て
い
ま
す
ね
。
こ
れ
も
自
治
の

ひ
と
つ
で
す
。
こ
の
条
例
で
言
う
「
自

治
」
は
、
み
な
さ
ん
が
普
段
行
っ
て

い
る
「
自
治
」
を
ま
ち
全
体
に
広
げ

て
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

条
例
が
で
き
て
何
が
変
わ
っ
た
の
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条
例
が
で
き
て
か
ら
の
大
き
な
変

化
と
し
て
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な

点
が
あ
り
ま
す
。 

●
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
条
例
や
計
画
を
策
定
す
る
と
き
に

実
施
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
審
議
会
委
員
の

公
募
な
ど
を
ル
ー
ル
化
し
て
、
広
く

市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
求
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

※
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は
、
市
が

　
条
例
や
計
画
な
ど
を
作
る
と
き
、
事

　
前
に
内
容
を
公
表
し
て
、
そ
れ
に
つ

　
い
て
の
意
見
を
広
く
募
集
す
る
も
の
。

●
市
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
情
報
の

公
開
・
共
有
に
努
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 
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今
月
号
か
ら
、
市
の
キ
ャ 

ラ
ク
タ
ー
「
初
」
と
「
京
極
く
ん
」

が
こ
の
条
例
に
つ
い
て 

勉
強
し
ま
す
。
さ
て
、 

今
回
は
ど
ん
な
話
を
し 

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

初
と
京
極
く
ん
の 

 

自
治
基
本
条
例 

教
室 

その1

※ 

京
極
く
ん（
以
下
京
極
）

「
お
初
に
お
目
に
か

か
る
。
拙
者
は
京
極

く
ん
。
と
も
に
丸
亀

市
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
ま
い
ろ
う
！

さ
て
、
自
治
基
本
条
例
と
か
い
う
決

ま
り
を
耳
に
し
た
の
だ
が
、
初
さ
ん

は
ご
存
じ
か
な
」 
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憲
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初
「
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え
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く
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憲
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な
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決
め
ら
れ
て

い
る
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丸
亀
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治
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本
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法
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じ
よ
う
な
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て
い
る
の
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京
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亀
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る
か
？
」 

 

初
「
そ
の
と
お
り
！
い
ま
は
国
に
頼

る
ば
か
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ま
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亀
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京
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民
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と
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で
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る
か
？
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初
「
も
ち
ろ
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権
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れ
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い
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く
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も
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て
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か
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。
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、
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と
く

わ
し
く
説

明
す
る
わ

ね
」 

せ
っ 

し
ゃ 

京極京極くん 初 京極くん 初 
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　10月から子ども手当の支給

額と支給要件が一部変更にな

ります。10月分からの子ども

手当を受け取るためには申請

が必要です。対象者には、認

定請求書を送付しますので、

申請期限内に子育て支援課へ

提出をお願いします。 

●手当月額 
（10月分～平成24年３月分） 

蘆0～3歳未満＝15000円 
蘆3歳～小学校修了前で第1
　子、第2子＝10000円、
　第3子＝15000円 
蘆中学生＝10000円 
※所得制限はありません 

※支給要件変更により、子ど

　もが施設入所の場合（ただ

　し、施設設置者などに支給）

　や国外に居住の場合などは

　支給されません。 

●対象者＝子ども手当を受給
している人（ただし出生、転

出、転入の場合は申請期限に

関わらず、早期に申請を） 

●申請期限＝平成24年３月30
日貊まで 

期間＝10月１日貍～31日豺 
対象＝生後３か月から７歳６か月未満までに、６週間以
　上の間隔を置いて２回接種 

料金＝無料 
持参する物＝ポリオ予防接種予診 
　票、母子健康手帳、健康保険証 

本を通して会話が広がるね 

　健康教室に参加して今の生活を見つめ

直してみませんか。 

糖尿病が気になる人編 
（開催場所：ひまわりセンター） 

【1回目】 
日時＝10月６日貅午後１時半～３時半 
内容＝医師、歯科衛生士による病気と歯
　についての話 

【2回目】 
日時＝10月13日貅午後１時半～３時半 
内容＝健康運動指導士による運動（実技） 
持参する物＝運動しやすい服装、タオル、 
　　　飲み物 

【3回目】……予約必要 
日時＝10月26日貉午前10時～午後２時 
内容＝栄養士による食事の話と調理実習 
定員＝40人（申込順） 
料金＝300円（材料費） 
持参する物＝米半合、エプロン、タオル、
　　　三角巾 

申し込み＝10月5日貉～19日貉に、健康
　　　課へ 

健　康　課 
蘂24-8806

子育て支援課 蘂24-8808

ポリオ予防接種 

子ども手当の申請を 10月から 
新たに 

麻田総合病院 
整形外科小児科安藤医院 
おかだ小児クリニック 
瀬戸内クリニック 
辻松外科内科医院 
中山クリニック 
にししょう小児科内科医院 
ほそだこどもクリニック 
まつむら医院 
三浦内科みちこ小児科クリニック 
もりもとこどもクリニック 
おおくぼ内科医院 
杢保小児科医院 

津 森 町　蘂23-5555 
福 島 町　蘂22-5496 
柞 原 町　蘂58-0707 
川西町北　蘂28-1511 
前塩屋町　蘂22-6718 
城 西 町　蘂24-3000 
津 森 町　蘂21-1515 
今 津 町　蘂58-0111 
川西町北　蘂28-7312 
土器町東　蘂22-7311 
土器町東　蘂25-9228 
綾 歌 町　蘂86-6500 
飯 山 町　蘂98-2010

■接種場所 

健 康 教 室  

　
平
成
23
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
実

施
し
て
い
る
子
ど
も
読
書
推
進
計
画

で
は
「
〜
１
冊
の
本
か
ら
始
ま
る
夢

∞
む
げ
ん
だ
い
〜
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を
統
一
テ
ー

マ
に
、
読
書
の
推
進
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
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う
ち
ど
く
の
推
進
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つ
い
て
紹
介
し
ま
す
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う
ち
ど
く
（
家
読
）っ
て
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同
計
画
は
、
５
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ 

ェ
ク
ト
を
掲
げ
て
お
り
、
今
回
の
テ

ー
マ
「
う
ち
ど
く（
家
読
）の
推
進
」

は
家
庭
読
書
の
略
語
で
、
家
族
ふ
れ

あ
い
読
書
と
い
う
意
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で
す
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家
族
で
本
を
読
み
な
が
ら
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
家
族
の
き

ず
な
づ
く
り
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

同
じ
時
間
や
空
間
を
共
有
し
、
読
ん

だ
本
に
つ
い
て
会
話
を
す
る
と
、
き

っ
と
家
族
の
楽
し
い
時
間
と
な
る
で

し
ょ
う
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ま
た
、
自
然
と
子
ど
も
の
学
力
も

向
上
し
ま
す
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う
ち
ど
く
の
こ
れ
が
お
す
す
め 

蘆
家
族
で
、
週
に
１
回
か
２
回
「
う

　
ち
ど
く
を
す
る
曜
日｣

を
決
め
る
。 

蘆
わ
が
家
の
ス
タ
イ
ル
を
話
し
合
う
。

　
絵
本
は
読
み
語
り
が
最
適
で
、
子

　
ど
も
同
士
、
大
人
は
子
ど
も
に
、

　
子
ど
も
は
大
人
に
な
ど
読
み
語
り

　
合
い
か
ら
始
め
る
。 

蘆
ノ
ー
テ
レ
ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム
で
、

　
テ
レ
ビ
を
消
し
た
後
の
静
か
な
時

　
間
を
読
書
タ
イ
ム
に
す
る
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
も
う
ち
ど

く
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

読 書 週 間 
10月27日～11月9日 
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∞
む
げ
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だ
い
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「
う
ち
ど
く
の 

　
　 

推
進
」 

スポーツ推進審議会委員 
委 員 の  
任 　 務  

応募用紙 
など　　 

スポーツ推進施策についての事項を調査、
審議。 

応募方法 

応募資格 

市内に居住、通勤か通学する20歳以上の
人でスポーツの推進に関心がある人。た
だし、市議会議員、市職員、２つ以上の
市の審議会に委嘱されている人は除く。 

応募用紙に必要事項を記入し、「スポーツ
推進について｣をテーマに800字程度の
作文を添えて、スポーツ推進課へ提出（郵
送、ファクス、直接持参、メールなど）。 

市役所受付、スポーツ推進課（市民体育
館内）、各市民総合センターに設置。市ホ
ームページでも入手可。 

選考方法 応募用紙の記載内容を総合的に審査して
選考（結果は全員に通知）。 

締め切り 10月21日貊 

問い合わせ スポーツ推進課（蘂24-1392、薨24-1309） 

任　　期 ２年 

募集人員 １人程度 

平成23年度 募集 審 議 会 等 委 員 

蘆
中
国
四
国
農
政
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・
香
川
用
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土
器
川
沿
岸
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水
路
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
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香
川
用
水
土
器
川
沿
岸
地
区
で
、

環
境
保
全
と
地
域
の
発
展
の
た
め
、

引
き
続
き
農
業
用
水
路
の
改
修
工
事

を
行
い
ま
す
。 

　
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
＝
10
月
中
旬
〜
平
成
24
年
２
月

　
下
旬 

場
所
＝
蘆
蓮
池
幹
線
水
路
（
郡
家
町

　
籠
池
周
辺
）
〜
垂
水
町
（
垂
水
保

　
育
所
周
辺
） 

　
蘆
仁
池
導
水 

　
路
（
綾
歌
町 

　
岡
田
東
楠
原 

　
医
院
周
辺
） 

　
〜
岡
田
上（
市 

　
地
バ
ス
停
周 

　
辺
） 

か
ご 

は
す 

　丸亀～広島～小手島～手島

間を就航する新フェリー「し

わく丸」が完成し、９月に試

験運転を行いました。 

　秋の行楽シーズンを前に、

10月１日からは、びさん２に

代わってしわく丸が運行しま

す。しわく丸に乗って、塩飽

の島々を巡る旅に出掛けてみ

ませんか。 

今 月 の 表 紙  



●資料館（丸亀城内）の催しは、8詆をご覧ください。 １２ 67

　お城一帯で、様々な文化行

事が繰り広げられます。お城

と調和した和の文化、歴史、

食、丸亀の伝統文化に触れな

がら秋を満喫してください。 

《行　事》 
蘆天守無料公開・・・・・・午前9時～ 
蘆ゆるキャラ「京極くん」 
　お披露目・・・・・・・・・午前9時半～ 
蘆丸亀城菊花展・・・午前9時半～ 
蘆丸亀城鉄砲隊公開演舞 
・・・・・・・・・午前10時半、午後1時 
蘆時太鼓を叩こう！・・・・・・正午～ 

蘆丸亀城百人一首かるた大会 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・午後1時～ 
蘆お茶席・・・・・・・・・・・・午前10時～ 
蘆華月流丸亀支部華道展 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・午前9時半～ 
蘆邦楽演奏会・・・・・・午前10時～ 
蘆お城うどん・・・・・・午前10時～ 

　【有料300円】 

蘆さぬきうまいもん祭りin中讃 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・午前10時～ 
蘆お城うちわをつくろう・・・・・・・・・ 
午前10時～【有料300円】 

蘆丸亀城バサラ京極隊ライブ 
・・・・・・・・・・・・午前11時、午後3時 
蘆丸亀城ガイドツアー 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・午前9時半～ 
蘆丸亀城散歩ｄｅお茶接待 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・午前10時～ 
蘆丸亀城テーリング 
（丸亀城の謎を探れ！） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・午前9時半～ 
蘆金毘羅街道紹介コーナー 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・午前9時半～ 
蘆丸亀城自然探検隊 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・午前10時～ 

前期展　絵画・写真・彫刻・工芸 
日時　10月8日貍～16日豸 
　　　午前9時～午後5時 
　　　（最終日は午後4時まで） 
場所　生涯学習センター1階ギ
　　　ャラリー 
後期展　書・文芸 
日時　10月22日貍～11月3日豢 
　　　午前9時～午後5時 
　　　（最終日は午後4時まで）
場所　生涯学習センター1階ギ
　　　ャラリー 

生花展 
日時　11月2日貉、3日豢 
　　　午前9時～午後5時 
　　　（最終日は午後4時まで） 
場所　生涯学習センター4階講
　　　座室、5階視聴覚室、小
　　　ホール 
茶　会 
日時　11月3日豢 
　　　午前10時～午後3時 
場所　生涯学習センター2階 
料金　500円（お茶券） 

　「丸亀を楽しく知ってもらおう」

とトレーディングカードをつくりま

した。 

　市内で買い物や飲食をして「まる

っとまるがめ　トレーディングカー

ド」を集めてください。①金毘羅街

道②お城と庭園③名物④塩飽諸島⑤

フェイス（人物）⑥自然と歳時記の６

つのジャンル（１セット８枚）で絵

が完成します。裏面には各所の解説

が描かれています。 

　１セット８枚（どのジャンルでも）

を集めた人先着100人に特製「お守

りケース」をプレゼント。さ

らに「お守りケース」を受け

取った人の中から抽選で６人

に「オリジナルカード入り額

縁」をプレゼントします。 

10月18日貂 
午後6時半開演（午後6時開場） 

丸亀城大手一の門内 

まるっとまるがめ 
トレーディングカードを集めよう 10月23日豸 

丸亀城（亀山公園）・市民ひろば 

10月1日～12月31日 

北欧の笛の魔術師 

まるがめ文化芸術祭主催公演 

　丸亀市を中心に活動してい

る舞踊家による公演 

日時　11月27日豸正午開演 
　　　（午前11時半開場） 
場所　市民会館大ホール 
料金　1000円（小学生以上） 

日時　10月30日豸午前10時開演 
　　　11月3日豢午前11時開演 
場所　生涯学習センター3階ホール 
　大正琴、マジック、日本舞

踊、民謡、民舞、三曲、謡曲、

カラオケ、太極拳ほか 

　市民団体やプロアーティス

トなどによる様々なジャンル

の音楽やダンスが大集合 

日時　11月6日豸午前10時開始 
場所　猪熊弦一郎現代美術館ゲ
　　　ートプラザ 
料金　無料 

　12月まで市内各地で、あわせて37の文化事業が行われます。桃
の木オーナー権や特産品などが当たるスタンプラリーもあります。
ＪＲ丸亀駅、城内観光案内所、文化施設に置いているパンフレット
を手に“城下町丸亀の秋”を味わいながら、多彩な文化の祭典にご
参加ください。 

市内でお買い物 誕
生 

文化観光課 蘂24-8822

まるがめ文化芸術祭2011

　自然豊かな森と湖の国　ス

ウェーデンから、ヨーラン・

モンソンがやってきます。４

代にわたる伝統音楽家の家系

で育ち、現在では北欧のカリ

スマトッププレイヤーです。 

　ヨーランは、小学校で習っ

たソプラノリコーダーやクラ

シック古楽の笛、1.6襷もある

巨大リコーダーなど７種類の

笛を演奏します。 

　北欧をあまり知らない人に

も、目の前に北欧の大自然が

広がるでしょう。ナビゲータ

ーはリコーダー奏者の織田優

子さんです。 

城下町丸亀の 城下町丸亀の 
を満喫 秋 秋 文

化
文
化
の
秋
、芸
術
芸
術
の
秋
…
秋
… 

市
内
各
地
で

市
内
各
地
で
行
わ
れ
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文
化

　
文
化
の
祭
典
祭
典
に 

家
族
家
族
そ
ろ
っ
て 

　
　
　
　
ご
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く
だ
さ
い
。 

文
化
の
秋
、芸
術
の
秋
… 

市
内
各
地
で
行
わ
れ
る 

　
文
化
の
祭
典
に 

家
族
そ
ろ
っ
て 

　
　
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

こん ぴ ら 

こん ぴ ら 



●大河ドラマ「江～姫たちの戦国～」パネル衣装展／日時：10月15日貍～30日豸　場所：資料館2階ギャラリー 

資
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「
初
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京
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展
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の
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わ
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激
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激
動
の
時
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月
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日
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階
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設
展
示
室
　
　
　 

　
歴
代
藩
主
に
関
す
る
絵
画
、
古
文

書
、
調
度
品
な
ど
を
中
心
に
、
城
下

町
形
成
の
移
り
変
わ
り
や
歴
代
藩
主

の
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10月15日～ 

資 料 館  
蘂22-5366

蜷
常
高
院
像（
常
高
寺
蔵
） 

　
草
花
模
様
の
小
袖
に
法
衣
を
ま
と
い
、
右
手
に
数
珠
を

持
っ
て
座
る
常
高
院（
初
）の
姿
で
す
。 

蜷
弁
財
天
像（
常
高
寺
蔵
） 

　
初
が
守
り
本
尊
と
し
た
弁
財
天
で
、
小
浜
の
常

高
寺
の
鎮
守
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。 

▲関ヶ原合戦時の家康書状（資料館蔵） 
　関ヶ原の合戦で、徳川家康が、京極高次にあてた書状です。高次はこの時
大津で籠城戦をしていました。 

全国で最高の成績を収めた岡部くん 

9月1日の優勝報告優勝報告の様子様子 9月1日の優勝報告の様子 

講
演
会 

「
天
下
人
と
戦
国
の
城 

信
長
、秀
吉
、家
康
と
高
次
」 

●
日
時
迯
１０
月
２３
日
豸
午
後
１
時
半 

●
場
所
迯
2
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

●
定
員
迯
６０
人
（
先
着
順
） 

●
講
師
迯
奈
良
大
学
文
学
部
文
化
財
学

　
科
教
授
　
千
田
嘉
博
さ
ん 

歴
史
講
演
会 

「
浅
井
三
姉
妹
と 

そ
の
生
き
た
時
代
」 

●
日
時
迯
１１
月
１２
日
貍
午
後
１
時
半 

●
場
所
迯
2
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

●
定
員
迯
６０
人
（
先
着
順
） 

●
講
師
迯
愛
媛
大
学
名
誉
教
授
　
内
田

　
九
州
男
さ
ん 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク 

●
日
時
迯
１０
月
２３
日
豸
午
前
１１
時
・
午
後

　
3
時
半 

●
場
所
迯
１
階
企
画
展
示
室 

●
講
師
迯
「
初
と
京
極
展
」
の
担
当
学
芸
員

　
に
よ
る
展
示
解
説 

　市消防署建設に伴う発掘調査で発見され
たオランダ東インド会社の備品の印ＶＯＣ
銘入皿の破片を展示します。九州北部以外
では初めての出土で、大変貴重な資料です。 
日時　10月4日貂～午前9時半～午後4時半 
場所　1階ロビー 
◆学芸員による展示解説 
日時　10月9日豸  
　　　午前10時～ 
場所　1階ロビー 

珍しい東インド会社VOC銘入皿の破片 

会員募集 

母子愛育班 
丸亀市 

愛 育班とは 
　「健康で明るくいきいきと暮らしたい」と願う地域の皆さんの集 

まりです。 

●声かけ訪問を通じて地域に見守られながら育児を行うなど、人と

　人とのふれあいを基盤にした活動 

●健康づくりを通じて住み良いまちづくりを目指す 

蘆
い
ろ
ん
な
人
と
知
り
合
い
に
な
れ
る
し
、 

　
地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
る 

蘆
自
分
の
企
画
が
通
り
実
施
で
き
た
と
き
に
、 

　
満
足
感
や
達
成
感
が
得
ら
れ
た 

蘆
地
域
の
人
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
さ
れ
た
り
、
参
加
者
が
笑
顔
で

　
帰
っ
て
行
く
の
を
見
た
り
す
る
と
良
か
っ
た
な
と
思
う 

蘆
引
越
し
し
て
き
た
ば
か
り
だ
が
、
愛
育
班
を
通
じ
て
友
達
が
で
き
た 

活 動内容 

子育てで大変！ という人 

　市内16の地域で、それぞれ

独自の愛育班活動を行ってい

ます。 

　各地区の班員を中心に、料

理講習会、クリスマス会、健

康講演会など、世代を越えて

楽しく活動しています。 

声 会員の 

同じ地域で子育て中の友達をつくりませんか。 

愛育班は母子だけでなく、どなたでも入会できます。 

子育てにゆとりができた皆さん 
地域の子どもたちがすくすく成長するために力を貸してくれませんか。 

入会希望など詳しくは、健康課 蘂24‐8806へ 

　
第
28
回
全
国
少
年
少
女
レ
ス
リ

ン
グ
選
手
権
大
会
（
７
月
29
日
〜

31
日
・
新
潟
県
）
30
誅
超
級
で
優

勝
し
た
岡
部
龍
空
く
ん
（
栗
熊
小

１
年
）
が
、
市
長
に
優
勝
の
報
告

を
行
い
ま
し
た
。 

　
初
め
て
の
全
国
大
会
で
優
勝
に

輝
い
た
岡
部
く
ん
は
「
う
れ
し
か

っ
た
。
練
習
は
厳
し
い
け
れ
ど
、

も
っ
と
練
習
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
た
い
」
と
、
意
気
込
み
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
市
長
は
「
一

生
懸
命
練
習
を
続
け
て
、
今
後
も

活
躍
し
て
く
だ
さ
い
。」と
話
し
て

い
ま
し
た
。 

　
週
３
回
、
善
通
寺
西
中
学
校
の

武
道
場
で
練
習
し
、
第
26
回
今
治

少
年
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
（
７

月
・
愛
媛
県
）
も
優
勝
を
果
た
し

た
岡
部
く
ん
。「
お
腹
の
中
に
は
夢

と
希
望
が
入
っ
て
い
ま
す
」
と
、

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。 

～レスリング全国初優勝～ 

岡部 龍空くん 

子育てに 
役立つ情報を 
お届けします 

（写真提供：福井県立若狭歴史民俗資料館）（写真提供：福井県立若狭歴史民俗資料館） （写真提供：福井県立若狭歴史民俗資料館） 

ま
つ 

写真提供：佐賀県立九州陶磁文化館 
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奥
さ
ん
が
作
る
魚
料
理
を

食
べ
な
が
ら
、
赤
ワ
イ
ン
を

飲
ん
で
い
る
と
き
が
幸
せ
だ

と
い
う
寺
井
さ
ん
。
ご
夫
婦

と
て
も
仲
が
良
く
、室
内
ペ
タ

ン
ク
や
カ
ラ
オ
ケ
も
一
緒
に

参
加
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

「
カ
ラ
オ
ケ
の
大
会
に
出
て
、

好
き
な
成
世
昌
平
の
歌
を
歌

っ
て
み
た
い
な
あ
」
と
、
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

寺
井
三
喜
夫
さん 

（
塩
屋
町
・
８９
歳
） 

朝
の
す
が
す
が
し
い 

　
　
　

　
　
　
「
ラ
ジ
オ
体
操
体
操
」 

朝
の
す
が
す
が
し
い 

　
　
　
「
ラ
ジ
オ
体
操
」 

地域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 

筴 

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー 

七
番
丁
　
佐
野
　
健
さん 

城
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信
員 

　
「
感
謝
・
感
激
・
感
動
野
球
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
城
東
校
区

の
野
球
好
き
な
子
ど
も
た
ち
20

人
が
、
毎
週
木
・
土
・
日
曜
に
城

東
小
学
校
で
練
習
し
て
い
ま
す
。 

　
地
域
の
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
、
地
元
の
人
た
ち
と
交
流

す
る
な
ど
、野
球
だ
け
で
な
く
、

規
律
や
礼
儀
の
大
切
さ
を
学
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
に
指
導
し
て

い
ま
す
。 

　
小
学
１
年
生
か
ら
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
一
度
練
習
を
見
に
き
て
く

だ
さ
い
。 

集
ま
れ
！ 
野
球
大
好
き
っ
子 

〈
連
絡
先
〉
春
瀬
浩
二（
土
器
町
東
・

蘂
2
3
―
1
4
6
5
） 

丸
亀
城
東
少
年
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
丸
亀
城
の
南
、
搦
手
門
か
ら
入
り

東
へ
50
メ
ー
ト
ル
の
あ
た
り
で
、
毎

朝
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
い
る
と
て
も

元
気
な
人
が
い
ま
す
。
そ
の
人
は
今

年
89
歳
を
迎
え
る
、
中
府
町
の
谷
百

合
子
さ
ん
で
す
。
40
年
ほ
ど
前
に
、

近
所
の
人
た
ち
と
一
緒
に
天
守
閣
で

体
操
を
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
だ
そ

う
で
す
。 

　
私
も
、
３
年
ほ
ど
前
に
友
人
か
ら

「
朝
、

体
を
動

か
す
の

は
健
康

に
良
い

よ
」
と

誘
っ
て

も
ら
っ

て
以
来
、

朝
６
時

前
に
家

を
出
て
、
お
城
で
の
ラ
ジ
オ
体
操
に

参
加
し
て
い
ま
す
。 

　
早
起
き
は
三
文
の
徳
と
言
い
ま
す

が
、
一
日
の
始
ま
り
に
体
操
を
す
る

と
す
が
す
が
し
い
気
分
に
な
り
ま
す
。 

　
体
操
に
参
加
し
て
い
る
人
は
、
お

城
の
中
を
散
歩
し
て
、
時
間
に
な
る

と
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
毎
日
会
っ
て

い
る
う
ち
に
顔
な
じ
み
に
な
る
の
で
、

世
間
話
に
も
花
が
咲
き
ま
す
。 

　
夏
休
み
に
な
る
と
子
ど
も
た
ち
も

集
ま
る
の
で
、
大
変
に
ぎ
や
か
に
な

り
ま
す
。 

　
一
緒
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
い
る

私
た
ち
は
、
谷
さ
ん
か
ら
元
気
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
谷
さ
ん
に
は
、
百

歳
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。 

　
み
な
さ
ん
も
ラ
ジ
オ
体
操
を
始
め

て
、
す
が
す
が
し
い
朝
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。 

まち・むら・しま筥 

た
か
た
か 

し
ょ
う 

あ
ん
ず
る

あ
ん
ず
る 

ほ
り
ほ
り 

あ
ん
あ
ん 

ぎ 

こ
う
こ
う 

あ
ん
あ
ん 

み
ょ
う 

じ 

り
ゃ
く 

え
ん
え
ん 

津
森
組
明
細
帳

津
森
組
明
細
帳
　
丸
亀
藩
に
は

　
丸
亀
藩
に
は「
組
」
組
」

と
い
う
行
政
組
織
が
あ
っ
た
。

と
い
う
行
政
組
織
が
あ
っ
た
。
10
前

後
の
村
で
構
成
さ
れ
、
大
庄
屋
が
支

後
の
村
で
構
成
さ
れ
、
大
庄
屋
が
支

配
し
た
。
大
庄
屋
は
組
内
の
有
力
村

配
し
た
。
大
庄
屋
は
組
内
の
有
力
村

の
庄
屋
が
選
ば
れ
、
大
庄
屋
を
出
し

の
庄
屋
が
選
ば
れ
、
大
庄
屋
を
出
し

た
村
の
名
が
組
名
と
な
っ
た
。

た
村
の
名
が
組
名
と
な
っ
た
。
18
世

紀
初
め
の
津
森
組
は
、
８
月
号
の

紀
初
め
の
津
森
組
は
、
８
月
号
の
11

か
村
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

村
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
11

か
村
の
石
高
・
人
口
な
ど
詳
細
な
記

か
村
の
石
高
・
人
口
な
ど
詳
細
な
記

録
が
「
津
森
組
明
細
帳
」
で
あ
る
。

録
が
「
津
森
組
明
細
帳
」
で
あ
る
。 

明
細
帳
が
作
ら
れ
た
の
は
正
徳
３
年

明
細
帳
が
作
ら
れ
た
の
は
正
徳
３
年

（
１
７
１
３
年

１
７
１
３
年
）。
寛
文
・
貞
享
検
地

。
寛
文
・
貞
享
検
地

か
ら
し
ば
ら
く
後
の
状
況
を
反
映
し

か
ら
し
ば
ら
く
後
の
状
況
を
反
映
し

て
い
る
。
こ
の
明
細
帳
や
『
西
讃
府

て
い
る
。
こ
の
明
細
帳
や
『
西
讃
府

志
』
な
ど
に
よ
り
、
江
戸
時
代
の
丸

志
』
な
ど
に
よ
り
、
江
戸
時
代
の
丸

亀
藩
各
村
の
様
子
を
見
て
い
こ
う
。

亀
藩
各
村
の
様
子
を
見
て
い
こ
う
。 

 

城
下
に
隣
接
し
た
地
方
村

城
下
に
隣
接
し
た
地
方
村
　
前
号
で

　
前
号
で

示
し
た
丸
亀
藩
領

示
し
た
丸
亀
藩
領
11
か
村
の
内
、
現

か
村
の
内
、
現

在
丸
亀
市
の
町
名
と
し
て
継
承
さ
れ

在
丸
亀
市
の
町
名
と
し
て
継
承
さ
れ

て
い
な
い
唯
一
の
村
が
地
方
村
で
あ

て
い
な
い
唯
一
の
村
が
地
方
村
で
あ

る
。
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
耳
に
す
る

る
。
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
耳
に
す
る

こ
と
は
な
く
な
っ
た
が
、
か
つ
て
地

こ
と
は
な
く
な
っ
た
が
、
か
つ
て
地

方
と
呼
ば
れ
た
地
域
が
あ
っ
た
。
城

方
と
呼
ば
れ
た
地
域
が
あ
っ
た
。
城

下
町
の
西
か
ら
南
を
取
り
巻
く
、
現

下
町
の
西
か
ら
南
を
取
り
巻
く
、
現

在
の
西
本
町
・
幸
町
・
城
西
町
・
城

在
の
西
本
町
・
幸
町
・
城
西
町
・
城

南
町
・
前
塩
屋
町
（
一
部
）
の
一
帯

南
町
・
前
塩
屋
町
（
一
部
）
の
一
帯

で
あ
る
。
北
部
を
下
地
方
、
南
部
を

で
あ
る
。
北
部
を
下
地
方
、
南
部
を

上
地
方
と
い
っ
た
。
生
駒
氏
に
よ
っ

上
地
方
と
い
っ
た
。
生
駒
氏
に
よ
っ

て
城
下
町
が
建
設
さ
れ
た
地
は
、
当

て
城
下
町
が
建
設
さ
れ
た
地
は
、
当

時
「
丸
亀
浦
」
と
呼
ば
れ

時
「
丸
亀
浦
」
と
呼
ば
れ
、
『
生
駒

『
生
駒

領
石
高
覚
帳
』
で
は
４
０
６
石
余
り

領
石
高
覚
帳
』
で
は
４
０
６
石
余
り

の
石
高
が
記
さ
れ
て
い
る
。
寛
永

の
石
高
が
記
さ
れ
て
い
る
。
寛
永
18

年
（
１
６
４
１
年
）
に
山
崎
氏
が
入

年
（
１
６
４
１
年
）
に
山
崎
氏
が
入

封
し
て
丸
亀
城
と
城
下
町
が
再
興
さ

封
し
て
丸
亀
城
と
城
下
町
が
再
興
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
丸
亀
浦
は
町
方

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
丸
亀
浦
は
町
方

と
地
方
に
区
別
さ
れ
た
。
要
す
る
に

と
地
方
に
区
別
さ
れ
た
。
要
す
る
に

丸
亀
浦
の
内
、
城
下
町
以
外
の
土
地

丸
亀
浦
の
内
、
城
下
町
以
外
の
土
地

が
地
方
村
と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

が
地
方
村
と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

『
西
讃
府
志
』
に
は
「
按
ニ
町
方
地

『
西
讃
府
志
』
に
は
「
按
ニ
町
方
地

方
ト
別
レ
シ
時
右
四
百
六
石
八
斗
九

方
ト
別
レ
シ
時
右
四
百
六
石
八
斗
九

升
三
合
ノ
内
ニ
百
二
十
石
余
ハ
地
方

升
三
合
ノ
内
ニ
百
二
十
石
余
ハ
地
方

ト
ナ
リ
、
其
余
ハ
町
方
ト
ナ
レ
ル
ナ

ト
ナ
リ
、
其
余
ハ
町
方
ト
ナ
レ
ル
ナ

ル
ベ
シ
」
と
あ
る
。

ル
ベ
シ
」
と
あ
る
。 

　
『
西
讃
府
志
』
で
は
村
高
２
１
９

　
『
西
讃
府
志
』
で
は
村
高
２
１
９

石
余
、
反
別

石
余
、
反
別
23
町
９
反
余
（
内
、
畑

町
９
反
余
（
内
、
畑

11
町
４
反
余

町
４
反
余
）
、
家
数

、
家
数
12
、
人
数

、
人
数
45

と
記
さ
れ
て
い
る
。
戸
口
が
少
な
い

と
記
さ
れ
て
い
る
。
戸
口
が
少
な
い

の
は
町
方
の
出
作
地
が
多
か
っ
た
こ

の
は
町
方
の
出
作
地
が
多
か
っ
た
こ

と
に
よ
る
。

と
に
よ
る
。 

　
明
治
に
入
り
、
城
下
の
鷹
匠
町
・

　
明
治
に
入
り
、
城
下
の
鷹
匠
町
・

船
頭
町
・
農
人
町
の
一
部
を
編
入
し

船
頭
町
・
農
人
町
の
一
部
を
編
入
し
、

「
丸
亀
地
方
」
と
呼
ば
れ
た
。
明
治

「
丸
亀
地
方
」
と
呼
ば
れ
た
。
明
治

23
年（
１
８
９
０
年

１
８
９
０
年
）、
町
制
施
行
時

、
町
制
施
行
時

に
中
府
、
津
森
三
軒
家
と
と
も
に
丸

に
中
府
、
津
森
三
軒
家
と
と
も
に
丸

亀
町
に
編
入
さ
れ
た
。

亀
町
に
編
入
さ
れ
た
。
明
治
明
治
32
年（
１

８
９
９
年

８
９
９
年
）
、
市
制
施
行
に
伴
い
丸

、
市
制
施
行
に
伴
い
丸

亀
市
の
大
字
と
な
っ
た

亀
市
の
大
字
と
な
っ
た
。（
現
在
の
各

現
在
の
各

町
に
分
か
れ
た
の
は
昭
和

町
に
分
か
れ
た
の
は
昭
和
26
年
）。市

の
中
心
部
に
隣
接
し
た
要
地
で
あ
り
、

の
中
心
部
に
隣
接
し
た
要
地
で
あ
り
、

大
正
７
年
（
１
９
１
８
年
）
に
は
下

大
正
７
年
（
１
９
１
８
年
）
に
は
下

地
方
（
現
在
の
幸
町
）
に
市
庁
舎
が

地
方
（
現
在
の
幸
町
）
に
市
庁
舎
が

置
か
れ
、
昭
和

置
か
れ
、
昭
和
39
年
に
現
在
地
に
移

年
に
現
在
地
に
移

る
ま
で
市
政
が
行
わ
れ
た
。

る
ま
で
市
政
が
行
わ
れ
た
。 

 

櫂
堀
正
宗
寺

櫂
堀
正
宗
寺
　
地
方
村
に
は
「
櫂
堀

　
地
方
村
に
は
「
櫂
堀

寺
」
の
異
名
を
持
つ
浄
土
真
宗
本
願

寺
」
の
異
名
を
持
つ
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
正
宗
寺
が
あ
る
（

寺
派
正
宗
寺
が
あ
る
（『
西
讃
府
志
』

西
讃
府
志
』

で
は
真
言
宗
仁
和
寺
末

で
は
真
言
宗
仁
和
寺
末
）。当
寺
の
略

当
寺
の
略

縁
起
に
よ
る
と
、
建
永
２
年
（
１
２

縁
起
に
よ
る
と
、
建
永
２
年
（
１
２

０
７
年

０
７
年
）
、
法
然
が
土
佐
流
罪
の
途

、
法
然
が
土
佐
流
罪
の
途

中
、
四
国
上
陸
地
で
あ
っ
た
当
地
に

四
国
上
陸
地
で
あ
っ
た
当
地
に

庵
を
建
て
、
後
に
村
人
が
像
を
ま
つ

庵
を
建
て
、
後
に
村
人
が
像
を
ま
つ

っ
て
光
明
庵
と
称
し
た
と
あ
る
。
櫂

っ
て
光
明
庵
と
称
し
た
と
あ
る
。
櫂

堀
の
由
来
は
上
陸
の
際
に
法
然
が
櫂

堀
の
由
来
は
上
陸
の
際
に
法
然
が
櫂

で
海
浜
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
清
水
が

で
海
浜
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
清
水
が

湧
出
し
、
干
ば
つ
に
苦
し
む
人
々
の

湧
出
し
、
干
ば
つ
に
苦
し
む
人
々
の

助
け
と
な
っ
た
と
い
う
伝
承
に
ち
な

助
け
と
な
っ
た
と
い
う
伝
承
に
ち
な

ん
で
い
る
。
同
寺
境
内
に
は
、
江
戸

ん
で
い
る
。
同
寺
境
内
に
は
、
江
戸

時
代
に
法
然
を
慕
っ
て
即
身
成
仏
し

時
代
に
法
然
を
慕
っ
て
即
身
成
仏
し

た
至
道
法
印
の
墓
が
あ
る
。

た
至
道
法
印
の
墓
が
あ
る
。 

【
郷
土
史
家
　
濱
近
仁
史
】

【
郷
土
史
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濱
近
仁
史
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背
景
写
真
は
正
宗
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（
櫂
堀
寺
）

背
景
写
真
は
正
宗
寺
（
櫂
堀
寺
） 

地
図
出
典

地
図
出
典（
丸
亀
市
史

丸
亀
市
史
3
　

明
治
二
十
四
年
測

明
治
二
十
四
年
測

量
同
二
十
五
年
製
版
歩
兵
第
十
二
聯
隊
作
成

量
同
二
十
五
年
製
版
歩
兵
第
十
二
聯
隊
作
成
） 

 

津
森
組
明
細
帳
　
丸
亀
藩
に
は「
組
」

と
い
う
行
政
組
織
が
あ
っ
た
。
10
前

後
の
村
で
構
成
さ
れ
、
大
庄
屋
が
支

配
し
た
。
大
庄
屋
は
組
内
の
有
力
村

の
庄
屋
が
選
ば
れ
、
大
庄
屋
を
出
し

た
村
の
名
が
組
名
と
な
っ
た
。
18
世

紀
初
め
の
津
森
組
は
、
８
月
号
の
11

か
村
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
11

か
村
の
石
高
・
人
口
な
ど
詳
細
な
記

録
が
「
津
森
組
明
細
帳
」
で
あ
る
。 

明
細
帳
が
作
ら
れ
た
の
は
正
徳
３
年

（
１
７
１
３
年
）。
寛
文
・
貞
享
検
地

か
ら
し
ば
ら
く
後
の
状
況
を
反
映
し

て
い
る
。
こ
の
明
細
帳
や
『
西
讃
府

志
』
な
ど
に
よ
り
、
江
戸
時
代
の
丸

亀
藩
各
村
の
様
子
を
見
て
い
こ
う
。 

 

城
下
に
隣
接
し
た
地
方
村
　
前
号
で

示
し
た
丸
亀
藩
領
11
か
村
の
内
、
現

在
丸
亀
市
の
町
名
と
し
て
継
承
さ
れ

て
い
な
い
唯
一
の
村
が
地
方
村
で
あ

る
。
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
耳
に
す
る

こ
と
は
な
く
な
っ
た
が
、
か
つ
て
地

方
と
呼
ば
れ
た
地
域
が
あ
っ
た
。
城

下
町
の
西
か
ら
南
を
取
り
巻
く
、
現

在
の
西
本
町
・
幸
町
・
城
西
町
・
城

南
町
・
前
塩
屋
町
（
一
部
）
の
一
帯

で
あ
る
。
北
部
を
下
地
方
、
南
部
を

上
地
方
と
い
っ
た
。
生
駒
氏
に
よ
っ

て
城
下
町
が
建
設
さ
れ
た
地
は
、
当

時
「
丸
亀
浦
」
と
呼
ば
れ
、
『
生
駒

領
石
高
覚
帳
』
で
は
４
０
６
石
余
り

の
石
高
が
記
さ
れ
て
い
る
。
寛
永
18

年
（
１
６
４
１
年
）
に
山
崎
氏
が
入

封
し
て
丸
亀
城
と
城
下
町
が
再
興
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
丸
亀
浦
は
町
方

と
地
方
に
区
別
さ
れ
た
。
要
す
る
に

丸
亀
浦
の
内
、
城
下
町
以
外
の
土
地

が
地
方
村
と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

『
西
讃
府
志
』
に
は
「
按
ニ
町
方
地

方
ト
別
レ
シ
時
右
四
百
六
石
八
斗
九

升
三
合
ノ
内
ニ
百
二
十
石
余
ハ
地
方

ト
ナ
リ
、
其
余
ハ
町
方
ト
ナ
レ
ル
ナ

ル
ベ
シ
」
と
あ
る
。 

　
『
西
讃
府
志
』
で
は
村
高
２
１
９

石
余
、
反
別
23
町
９
反
余
（
内
、
畑

11
町
４
反
余
）
、
家
数
12
、
人
数
45

と
記
さ
れ
て
い
る
。
戸
口
が
少
な
い

の
は
町
方
の
出
作
地
が
多
か
っ
た
こ

と
に
よ
る
。 

　
明
治
に
入
り
、
城
下
の
鷹
匠
町
・

船
頭
町
・
農
人
町
の
一
部
を
編
入
し
、

「
丸
亀
地
方
」
と
呼
ば
れ
た
。
明
治

23
年（
１
８
９
０
年
）、
町
制
施
行
時

に
中
府
、
津
森
三
軒
家
と
と
も
に
丸

亀
町
に
編
入
さ
れ
た
。
明
治
32
年（
１

８
９
９
年
）
、
市
制
施
行
に
伴
い
丸

亀
市
の
大
字
と
な
っ
た
。（
現
在
の
各

町
に
分
か
れ
た
の
は
昭
和
26
年
）。市

の
中
心
部
に
隣
接
し
た
要
地
で
あ
り
、

大
正
７
年
（
１
９
１
８
年
）
に
は
下

地
方
（
現
在
の
幸
町
）
に
市
庁
舎
が

置
か
れ
、
昭
和
39
年
に
現
在
地
に
移

る
ま
で
市
政
が
行
わ
れ
た
。 

 

櫂
堀
正
宗
寺
　
地
方
村
に
は
「
櫂
堀

寺
」
の
異
名
を
持
つ
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
正
宗
寺
が
あ
る
（『
西
讃
府
志
』

で
は
真
言
宗
仁
和
寺
末
）。当
寺
の
略

縁
起
に
よ
る
と
、
建
永
２
年
（
１
２

０
７
年
）
、
法
然
が
土
佐
流
罪
の
途

中
、
四
国
上
陸
地
で
あ
っ
た
当
地
に

庵
を
建
て
、
後
に
村
人
が
像
を
ま
つ

っ
て
光
明
庵
と
称
し
た
と
あ
る
。
櫂

堀
の
由
来
は
上
陸
の
際
に
法
然
が
櫂

で
海
浜
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
清
水
が

湧
出
し
、
干
ば
つ
に
苦
し
む
人
々
の

助
け
と
な
っ
た
と
い
う
伝
承
に
ち
な

ん
で
い
る
。
同
寺
境
内
に
は
、
江
戸

時
代
に
法
然
を
慕
っ
て
即
身
成
仏
し

た
至
道
法
印
の
墓
が
あ
る
。 

【
郷
土
史
家
　
濱
近
仁
史
】 

背
景
写
真
は
正
宗
寺
（
櫂
堀
寺
） 

地
図
出
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丸
亀
市
史
3
　

明
治
二
十
四
年
測

量
同
二
十
五
年
製
版
歩
兵
第
十
二
聯
隊
作
成
） 
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下地方下地方（現在現在の幸町幸町）にあった旧市役所旧市役所（大正大正7年～昭和昭和３９年） 下地方（現在の幸町）にあった旧市役所（大正7年～昭和３９年） 

「地方村」「正宗寺」が記載された当時の地図 



蜻
夏
の
夜
に
響
く
日
独
の
音
楽 

蜻
仮
装
で
エ
ッ
サ
ホ
イ
サ
。
籠
か
き
競
走
初
登
場 

ドイツ兵俘虜の歴史に触れる催し 
　丸亀で過ごしたドイツ兵俘虜の音楽活動を知っ
てもらう「ビールとドイツ音楽の夕べ」が、市民
ひろばで開催されました。ビールやソーセージを
味わいながら生演奏に耳を傾けるイベントは、今
年で4回目。陸上自衛隊第14音楽隊ら4楽団が出
演し、ドイツ音楽や演歌などを演奏。約1千人が
夏の終わりのひとときを楽しみました。 

3400人が乱舞。まるがめ婆娑羅大盛況 
　丸亀の真夏の祭典「まるがめ婆娑羅まつり」が、大手
門前など8会場に分かれて盛大に行われました。県内外
からの踊り子は、70連およそ3400人。思い思いの衣装
で、独創的な音楽に合わせて笑顔と体全体で乱舞。観客
から盛大な拍手と声援が贈られていました。夜は、小雨
を吹き飛ばす、5000発の花火も打ち上げられました。降
りだした雨をものともせず、およそ12万人の観客でにぎ
わい、盛況に「まるがめの夏」は幕を降ろしました。 

蜷
八
朔
だ
ん
ご
馬
に
見
入
る
園
児
た
ち 

蜷
息
の
合
っ
た
舞
を
披
露 

8.26

8.26

ふ 

●丸亀市防犯協会・丸亀警察署から／10月11日貂～20日貅までは、全国地域安全運動期間です。「みんなでつくろう　安心の街」 

月 月 月 1010101010

宝くじ助成を活用しました 

■その他の相談 
蘆無料税務相談＝毎週月曜・四国税理士会丸亀支部 蘂22-0041 
蘆少年相談＝平日・少年育成センター 薔0120-734970  
蘆家庭児童相談・女性相談、母子自立支援相談＝平日・子育て支援課 蘂24-8808  
蘆不動産無料相談＝毎月第1・第3金曜午後1時～3時半・ 
　　　　　　　　　市民会館、譖宅建取引業協会 蘂087-823-2300 
蘆ボランティア相談＝平日・丸亀ボランティア協議会 蘂22-7625

■市 

■飯 
栗熊 ◯コ 

■市 
栗熊 ◯コ 

■飯 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

市 民 相 談 
（電話相談不可） 

交通事故相談 

相談日（祝日を除く） 

月～木曜、第5金曜日 

第2・4金曜日 

第1・3金曜日 

月～木曜、第5金曜日 

第2・4金曜日 

第1・3金曜日 

時　　間 

問い合わせ・申し込みは、地域振興課 蘂24-8809

相談場所 

●ひ＝ひまわりセンター 
●綾＝綾歌保健福祉センター 
●飯＝飯山総合保健福祉センター 

■市＝市役所  
■綾＝綾歌市民総合センター  
■飯＝飯山市民総合センター 
 ◯コ＝コミュニティセンター 

赤ちゃん健診 
母子保健 
成人保健 

■問い合わせ・申し込み 

弁護士無料法律相談 
消費生活相談 
行政相談 

 
健　康　課 

 
地域振興課 

 
蘂24-8806

障害者（児）相談 

人権相談 

定例農家相談 

認知症専門相談 

福　祉　課 

人　権　課 

農業委員会 

地域包括支援センター 

蘂24-8805 

蘂24-8811 

蘂24-8826 

蘂24-8933

行政書士相談 県行政書士会 蘂56-4512

無料法律相談 
司法書士相談 

社会福祉協議会 蘂22-5700

 
蘂24-8809

暮 ら し の カ レ ン ダ ー ＆ 休 日 当 番 医 

1 弁護士無料法律相談　●ひ 　午前9時（要予約 蘂24-8809） 土 

4 3か月児健康診査　●飯 　午前9時半～10時半 火 

6 1歳6か月児健康診査　●飯 　午後1時半～2時半 木 

8 土 

17 行政相談　■市・■飯 　午前10時～正午 月 

24 栄養相談　●綾 　午後1時半～3時半（要予約 蘂24-8806） 月 

22

18火 

土 

3 定例農家相談　■飯 　午前9時～正午  
栄養相談　●ひ 　午後1時半～3時半（要予約 蘂24-8806） 月 

5 障害者（児）相談　■飯 　午前10時～11時半  
すこやか体操教室（膝痛）　●ひ 　午前10時～11時半 水 

7 消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
定例農家相談　■市・栗熊 ◯コ　午前9時～正午 金 

10 　脳外 　岸川脳神経外科医院 蘂25-2828 
□小 　ほそだこどもクリニック 蘂58-0111月 

13 無料法律相談　●飯 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 木 

19 無料法律相談　●綾 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
1歳6か月児健康診査●ひ 　午後1時半～2時半 水 

25 子育て一日相談 川西 ◯コ　蘂28-5519  
司法書士相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700） 火 

26 3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 水 

28 3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 金 

29土 

27 1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半  
こころの健康相談　●飯 　午前9時半～11時半 木 

麻田総合病院 蘂23-5555 
□内 　おおくぼ内科医院 蘂86-6500 
□歯藤澤歯科医院（坂出市）蘂45-8415 午前9時～正午 

9 日 

無料法律相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
献血　■市 　午前9時半～午後4時半  
歩行プール夜間説明・男●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 

11火 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
弁護士無料法律相談　●ひ 　午後1時20分（要予約 蘂24-8809） 
離乳食講習　●飯 　午前10時～11時半 

14金 

行政書士相談　■市 　午前9時～正午（予約可 蘂56-4512）  
障害者（児）相談　■市 　午前9時半～11時半  
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 

20木 
消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
行政相談 栗熊 ◯コ　午前10時～正午  
3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 

21金 

31月 

□内 　曽根クリニック 蘂21-1711 
□外 　大西外科医院 蘂22-5627 
□歯 　いぬい歯科えり矯正歯科（坂出市）蘂44-1181 午前9時～正午 

30日 
15土 

□内 　厚仁病院 蘂23-2311 
□外 　香川クリニック 蘂22-2311 
□皮 　空本クリニック 蘂59-7211 
□歯 　細川歯科医院（坂出市）蘂46-1775 午前9時～正午 

16日 

□内 　こうの内科クリニック 蘂23-1119 
□整 　川井整形外科クリニック 蘂23-4010 
□整 　くすはら整形外科・外科医院 蘂86-2340 
□歯 　香西歯科医院（坂出市）蘂47-0357 午前9時～正午 

23日 

□内 　丸亀林病院 蘂22-8181 
□外 　中野外科胃腸科医院 蘂25-2525 
□歯 　樋口歯科医院（坂出市）蘂56-3000 午前9時～正午 
子育て一日相談 土器◯コ 蘂24-2045

2 日 

人権相談　■市 　午前10時～午後3時  
認知症専門相談　●ひ 　午後1時半～4時半（要予約 蘂24-8933） 
3歳児健康診査　●綾 　午後1時半～2時半  
赤ちゃんを迎える教室　●ひ 　午前9時半～11時半  
歩行プール夜間説明・女●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 

12水 

１３ １４ １２ 

「暮らしの便利帳」広告主を募集します 
　市では、市役所での各種手続きなどの行政情報、文化や観光情報を掲載した「暮らしの便利帳」

を株式会社サイネックスと共同発行し、来年２月をめどに市内全世帯に配布します。 

　発行にかかる費用は、紙面に掲載させていただく事業所や団体の広告料で賄います。 

　便利帳に掲載する広告を募集するため、サイネックスの担当者が市内の事業所や店 

舗を訪問します。広告掲載を希望する場合は、同社へお問い合わせください。 

　なお、市の広告掲載基準に基づいた事前審査があります。 

【問い合わせ】株式会社サイネックス徳島支店 蘂088-623-0530

　財団法人自治総合センターの宝くじ社会貢献広報事業の助成を
受け、コミュニティ活動に必要な備品を購入しました。 
郡家：コピー機、冷蔵庫、テレビ、ノートパソコン、掃除機、　
　　　テント 
富熊：音響設備、コピー機、ノ
　　　ートパソコン 
本島：大型プリンター、冷蔵庫、
　　　テレビ、テント、刈払機、
　　　いすなど 
問い合わせ　地域振興課蘂24-8809 
 

8.20.21

12回目の実演公開｢八朔だんご馬｣ 
　子どもの元気な成長を願う伝統行事「八朔だんご
馬」がJR丸亀駅に飾られました。今年は土居保育
所の3～5歳児47人が見学に訪れました。園児ら
は「どうしてお団子で作るんですか？」「馬を飾る
のはなぜですか？」など、製作した菓子職人の岡雅
久さんに質問。岡さんは「みんながたくましく元気
に育つように作りました」と笑顔で答えていました。 

はっ さく 
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10月 

中讃ケーブルビジョン 
１７chでも放送中 

行政 
情報便 
行政 
情報便 

事　故  139件 

死　者  0人 

負傷者  197人 

人　口 110,529人（＋45） 
世帯数　43,366世帯（＋27） 

救 急 出 動  417件 

火災の発生  4件 

（納期は10月10日～31日） 

市・県民税/3期分 
介護保険料/3期分 

国民健康保険税/3期分 
後期高齢者医療保険料/4期分 

10月の市税など 

納付納付は 
便利便利な 

口座振替口座振替で 

納付は 
便利な 

口座振替で 

BPまるがめ・BP朝倉のみで発売 
※10月5日～10日の若松ナイター場外はリレー発売 

※10月18日～19日・10月24日～25日の住之江ナイター場外はリレー発売 
※日程が変更になる場合があります 

艇友ニュース 
アダムスキーカップ 

ＧⅡ 
モーターボート大賞 

ＧⅢ JR 
ワープ杯 

丸亀開催 
（ナイター） 

場外発売 

ナイター場外 ＧⅢＪＲ九州 
ビートル杯（若松） 

ＧⅠ第39回 
高松宮記念（住之江） 

ＳＧ第58回 
全日本選手権（平和島） 

オール女子戦 
（福岡） 

ＧⅢ新鋭リーグ戦 
（浜名湖） 

一般競走 
（児島） 

ＧⅢSUZUKI 
スピードカップ 
（浜名湖） 

ＧⅢ 
女子リーグ戦 
（下関） 

ＧⅢ 
新鋭リーグ戦 
（住之江） 

ＧⅢ 
新鋭リーグ戦 
（児島） 

ＧⅠびわこ 
59周年 
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　市営住宅の入居者 
資格＝①市内に住居が必要②住宅に
　困窮③市町村税などを完納④同居
　家族がいる（単身で入居できる場
　合もある）⑤収入が基準の範囲内
　⑥暴力団員を除く⑦持ち家など固
　定資産を所有していない 
募集住宅＝城南、外浜、長友、原田
　の各団地 
申込期間＝10月3日豺～7日貊 
選考方法＝募集戸数を上回ると抽選 
抽選日＝10月12日貉 
入居条件＝敷金と連帯保証人1人 
注意事項＝申込時は申込書のみ。そ
　の他の必要書類は、当選者のみ提出。 
〈特定公共賃貸住宅の入居者〉 
　中堅所得者向け住宅（富士見団地
の一部、平山ハイツ）は随時募集。 
■申住宅課 蘂24-8814 
　◯綾業務担当 蘂86-5516 
　◯飯業務担当 蘂98-7957 

　市民活動ステップアップ補助事業 
　市では、市民活動を行う団体の新
たな取り組みや活動の幅を広げる事
業などの経費を一部補助しています。 
補助金額＝補助対象経費の額（上限
　5万円、1000円未満切り捨て） 
事業期間＝交付決定日から平成24

　年3月31日までの必要な期間 
受付期間＝随時 
■問地域振興課 蘂24-8809 

　市立幼稚園新入園児 
募集期間＝11月1日貂～18日貊 
受付場所＝入園を希望する幼稚園へ
　申込書を提出。申込書は11月1日
　から各幼稚園と学校教育課に設置。 
■他詳しくは広報11月号をご覧くださ
　い。 
■問学校教育課 蘂24-8821 

　国際交流協会から 
●日本語教室受講生 
　市内在住か在勤の外国人の教室で
す。 
《水曜教室》 
■時10月～平成24年3月までの毎週水
　曜午後7時～9時 
■所生涯学習センター 
■定各クラス20人（入門、初級） 
■料6か月2000円 
《日曜教室》 
■時毎週日曜午前10時～正午 
■所生涯学習センター 
■内個別かグループで指導 
■料１回100円 
■申同協会 蘂56-1771 
●国際スポーツ交流会参加者 
■時10月30日豸午前10時～正午 
■所城西小学校体育館 
■内ビーチボールバレー、バドミント
　ンなどを通じて、交流を深めます。 
■料無料 
■申同協会 蘂56-1771 
 
 

　飯山総合学習センターから 
●出張物語 IN 飯山図書館 

　俳優による朗読や朗読劇で感動と
面白さを伝えます。 
■時10月29日貍午後2時～3時50分 
■所同センター2階研修室 
■定120人（申込順） 
■料無料 
■申同センター 蘂98-3319 
●骨盤体操 
■時毎月第1、3金曜午前10時半～11 
　時半 
■所同センター2階研修室 
■料4000円（12回分）、500円（1回分） 
■他運動しやすい服装でタオル、飲み
　物を持参 
■申同センター 蘂98-3319 
●親子エアロビクスダンス 
■時毎月第2、4日曜午前11時半～午
　後0時半（10月、平成24年1月は
　第１日曜のみ） 
■所同センター2階研修室 
■料4000円（1家族11回分）、500
　円（1家族1回分） 
■申同センター 蘂98-3319 

　児童館から 
●コップロケットとUFOブーメラ
　ンを作って遊ぼう 
■時10月15日貍、16日豸午前10時
　半～11時半 
■所児童館 
■対幼児・小学生 
■定各10人（申込順） 
■料無料 
●図書館うさぎさんと作って遊ぼう 
■時10月29日貍午前10時半～11時半 
■所児童館遊戯室 
■対幼児・小学生 
■定30人(申込順) 
■内影絵劇、読み聞かせ、工作など 
■料無料 
■申児童館 蘂23-1091

開館時間：午前10時～午後6時 
　　　　　（入館は午後5時半まで)

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 蘂24-7755 
URL http://mimoca.org

杉本博司  アートの起源［宗教］ 

海景五輪塔　2011年（五輪塔2010年 海景：ボーデン湖、 
ユトヴィル1993年） 
狡Hiroshi Sugimoto/Courtesy of Gallery Koyanagi

11月6日豸まで 

三十三間堂の千体仏を撮影した《仏
の海》など、聖なるものの「かたち」
をご堪能ください。 

11月4日貊午後1時開演 
出演者＝中村獅童ほか 
●入場料＝7000円ほか（全席指定席） 

松竹花形歌舞伎 

11月6日豸午後6時開演 
●入場料＝5500円（全席指定席） 

東京スカパラダイスオーケストラ 

URL http://www.marugame-kyotei.jp/

■時日時 ■所場所 ■対対象 ■定定員 ■内内容  
■料料金 ■他その他 ■申申し込み ■問問い合わせ 
◯綾＝綾歌市民総合センター 
◯飯＝飯山市民総合センター 
◯コ＝コミュニティセンター 

※速報値のため、男女別人口は集計 
　されていません。 

市の動き（9月1日現在）前月比（県速報値） 交通事故（8月） 救急・火災件数（8月） 

蘂23-4141 
（火曜休館） 

URL http://www.marugame-hall.org/
市民会館  蘂86-6800 

（水曜休館） 
URL http://www.marugame-ilex.org/
アイレックス 

ビバ！ ラテンダンスの祭典 好評発売中 

好評発売中 

好評発売中 

好評発売中 

好評発売中 ●申し込み＝丸亀ドイツ兵俘虜楽団の足跡 
　を辿る会・丸亀市民会館（蘂23‐4141)

まるがめ第九合唱団員募集 

10月27日貅午後7時開演 
●入場料＝3500円（全席指定席） 

2011まるがめ第九演奏会 
12月18日豸午後2時開演 
演奏＝瀬戸フィルハーモニー交響楽団 
指揮＝松岡究 
●入場料＝2000円ほか（全席自由席） 

《市民会館》 《アイレックス》 

１４ １５ 

10月30日豸午後6時半開演 
●入場料＝2000円ほか（全席指定席） 

「岡村孝子＆あみん」 
宝くじまちの音楽会 

　認知症介護者交流会 
■時偶数月の第2水曜午前10時～11
　時半 
■所ひまわりセンター4階会議室2 
■他初めて参加する人は事前連絡をお
　願いします。 
■問地域包括支援センター 蘂24-8933 

　バードウオッチング（探鳥会） 
　土器川生物公園の野鳥を観察して
みませんか。 
■時11月12日貍午前9時～11時半 
■所土器川生物公園 
■定30人(申込順) 
■料無料 
■他小学生以下は保護者同伴 
■申11月8日貂までに、環境課 蘂24-
　8836 

　エコ丸工房へ行こう 
●ガラスで作る赤ちゃんの足型 
■時10月16日豸、23日豸 
■所クリントピア丸亀 
■対足のサイズが12襤以下の赤ちゃん 
■料8000円（要予約） 
■申クリントピア丸亀 蘂56-1144 
●吹きガラス専門講座受講生募集 
期間＝11月16日から平成24年3月
　21日までの水曜、11月12日から
　平成24年3月24日までの土曜（各
　コース全15回、初級か中級を選択） 
時間＝午前の部：午前10時～正午、
　午後の部：午後1時半～3時半 
■所クリントピア丸亀ガラス工房 
■定両コースとも各部6人（重複不可）、 
　応募者多数で抽選 
■料35000円（材料費） 
■申10月19日貉までに往復はがきに
　住所、氏名、年齢、電話番号、コース、
　時間、初級か中級を記入し、〒763- 

　0083土器町北1-72-2へ。 
●リサイクルフェア 
■時11月6日豸午前9時半～午後1時半 
※11月4日貊、5日貍は休館 
■所クリントピア丸亀 
■内リサイクル品、ガラス製品の販売、 
　フリーマーケット、工作体験など 
■問クリントピア丸亀 蘂56-1144 
 
 

　困ったら一人で悩まず行政相談 
　10月17日豺～23日豸は「秋の行
政相談週間」です。行政機関、独立
行政法人などに意見・要望をお持ち
の人はお気軽にご相談ください。相
談は無料で秘密は固く守ります。 
蘆ゆめタウン丸亀 10月18日貂午
　前10時～午後2時（相談員4人） 
■問地域振興課 蘂24-8809 

　薬物乱用「ダメ。ゼッタイ」 
　10月、11月は「麻薬・覚せい剤乱
用防止運動」期間です。あなたと大
切な人の健康と未来を守るため、薬
物乱用を根絶しましょう。 
■問薬物相談電話（県薬務感染症対策

　課）蘂087-832-3301 

　冷蔵倉庫の所有者へ 
　固定資産税の制度改正で、冷蔵倉
庫にも冷凍倉庫用の経年減点補正率
が適用され、平成24年度以降分の税
額が減額になる可能性があります。
次の要件すべてに該当する倉庫を所
有している人は、税務課へお知らせ
ください。後日、調査に伺います。 
蘆室内温度を10度以下に保つ倉庫 
蘆鉄筋コンクリート、ブロック、鉄
　骨など非木造の倉庫 
蘆天井、壁、床が直接冷気の影響を
　受ける倉庫（単に冷蔵庫を設置し
　ている場合は該当しません） 
蘆1棟の面積の2分の1以上が冷蔵
　倉庫になっている併用倉庫 
■問税務課 蘂24-8859 

　日本年金機構から 
　日本年金機構では国民年金保険料
を納め忘れの人に、電話や文書、訪
問などによる納付や免除などのご案
内を㈱オリエントコーポレーション
へ委託しています。 
■問善通寺年金事務所 蘂62-1660

「しわく丸」就航記念 
いろは石ウオーク 

問い合わせ/広島市民センター 蘂29-2030

　はかりの定期検査 
　特定計量器（はかり）を取り引きや証明に使用している人は、2年に1回の
受検が必要です。下記の通り受検してください。詳しくは産業振興課へ。 

産業振興課 蘂24-8844

10月13日貅 
　　　17日豺 
　　　18日貂 
　　　19日貉 
　　　20日貅 
　　　24日豺 
11月 1 日貂 
　　　2 日貉 
　　　7 日豺 

 
 
午前10時～正午 
 
午後1時～3時 
 
 
午前10時半～正午 
午前11時20分～午後0時20分 

栗熊コミュニティセンター 
飯山市民総合センター 
 
 
丸亀市役所 
 
 
広島市民センター 
本島市民センター 

●日時＝10月23日豸
　午前10時5分江の浦
　着の備讃フェリーで
　来る参加者まで受け
　付けます。 
●集合場所＝広島町江
　の浦港 
●コース＝広島町島内
　東回り（おくやまコー
　ス）約13襭 
●持ち物＝弁当、水筒など 

ＧⅠ戸田戸田5555周年周年 ＧⅠ戸田55周年 

オール女子戦女子戦（徳山徳山） オール女子戦（徳山） 

オ
ー
ル
女
子
戦 

ふ 

たん のう 

募 集  

催 し  

お 知らせ 

電話投票番号／15＃ 



宮野宮野病院病院 

みやの外来外来クリニック 

丸亀市中府町4-13-28  TEL22-3171

TEL25-2444

http://www.miyano-hp.com

蘆特別養護老人ホーム　青 の 山 荘 
蘆介護老人保健施設　あおのやま 
蘆養 護 老 人 ホ ーム　綾　歌　荘 

■内科・胃腸内科・内視鏡内科・腎臓内科・透析内科 

■内　科 

看護師 
募集中 

関連 
施設 

花輪・寝台車・葬式一式（会館葬） 

〒７６３-００１２ 丸亀市土器町東6丁目195

〒７６３-００８２ 丸亀市土器町東7丁目153
TEL・FAX（0877）21-5045

Fax（0877）23-7890
寝台車受付 24時間（0877）23-5500

伊藤スイミングスクールは「公認水泳教師」が在籍し、 
“安心して指導が受けられる”施設です。 

水泳は護身術！ 身を護り、体も心も鍛えます 

㈱伊藤スイミングスクール・レディネススポーツクラブ 

伊藤伊藤
 

スイミ
ングで

 

楽しく上
達上達！！
 

伊藤
 

スイミ
ングで

 

楽しく上
達！！ 

スクール生 
募集！！ 

レディネススポーツクラブ 丸亀校 

薔0120-28-6811
丸亀市郡家町1556-1

薔0120-25-0450
丸亀市土器町東6丁目441

「無料体験無料体験 
　　　　いつでもOK!!OK!!」 
「無料体験 
　　いつでもOK!!」 

時間時間など詳細詳細は、各校各校までお問い合わせください。 時間など詳細は、各校までお問い合わせください。 

広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 
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制
度
」
は
、

時
給
等
8
0
0
円
未
満
の
労
働
者
を

雇
用
す
る
中
小
企
業
事
業
主
に
対
し

賃
金
と
業
務
改
善
を
国
が
応
援
す
る

制
度
で
す
。
「
香
川
県
最
低
賃
金
総

合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
専
門

家
に
よ
る
無
料
の
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
ご
相
談
を
。 

■問
同
セ
ン
タ
ー
（
蘂
0
8
0
―
2
9
 

　
8
8
―
9
2
7
4
） 

●
第
６２
回
全
国
労
働
衛
生
週
間 

　
「
見
逃
す
な
　
心
と
体
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

み
ん
な
で
つ
く
る
健
康
職
場
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
１０
月
1
日
〜
7
日
、

各
職
場
に
お
い
て
、
労
働
衛
生
管
理

活
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。 

■問
同
局
健
康
安
全
課
（
蘂
0
8
7
―

　
8
1
1
―
8
9
2
0
） 

 

１０
月
1
日
〜
7
日
は
「
公
証
週
間
」 

　
公
証
役
場
で
は
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
金
銭
の
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養

育
費
の
支
払
い
な
ど
、
各
種
の
契
約

書
（
公
正
証
書
）
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

■問
丸
亀
公
証
役
場
（
蘂
2
3
―
4
7
 

　
3
4
） 

 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
を 

　
１０
月
1
日
か
ら
共
同
募
金
運
動
が

始
ま
り
ま
す
。
戸
別
募
金
や
職
場
、

街
頭
で
の
募
金
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
集
ま
っ
た
募
金
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
・
福
祉
活
動
団
体
や
災

害
見
舞
金
な
ど
へ
配
分
し
ま
す
。 

■問
市
共
同
募
金
委
員
会
（
蘂
2
2
―
 

　
5
7
0
0
） 

   

平
成
２４
年
度
善
通
寺
看
護
学
生 

■時
１０
月
２７
日
貅 

受
付
期
間
＝
１０
月
3
日
豺
〜
１１
日
貂 

■所
善
通
寺
病
院
附
属
善
通
寺
看
護
学

　
校
（
善
通
寺
市
） 

■対
推
薦
＝
高
校
か
中
等
教
育
学
校
卒

　
業
見
込
み
で
学
校
長
の
推
薦
者 

　
社
会
人
＝
①
高
校
か
中
等
教
育
学

　
校
卒
業
者
で
出
願
時
ま
で
に
2
年

　
以
上
就
業
②
大
学
か
短
期
大
学
卒

　
業
者（
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
） 

■内
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
、
小
論
文
、
面
接 

■問
同
校
（
蘂
6
2
―
3
6
8
8
） 

 

平
成
２４
年
度
香
川
看
護
専
門
学
生 

《
第
一
看
護
学
科（
3
年
過
程
）》 

●
高
校
推
薦
・
社
会
人 

　
第
1
回
入
学
試
験 

■時
１０
月
３０
日
豸 

受
付
期
間
＝
１０
月
3
日
豺
〜
２５
日
貂 

■所
香
川
看
護
専
門
学
校（
善
通
寺
市
） 

■定
４０
人 

■内
国
語
総
合
、
小
論
文
、
面
接 

《
第
2
看
護
学
科（
2
年
過
程
）》 

●
高
校
看
護
科
お
よ
び
准
看
護
学
校

　
推
薦
入
学
試
験 

■時
１１
月
１３
日
豸 

受
付
期
間
＝
１０
月
１８
日
貂
〜
１１
月
8

　
日
貂 

■所
同
校
（
善
通
寺
市
） 

■内
国
語
総
合
、
小
論
文
、
面
接 

■問
同
校
（
蘂
6
3
―
6
1
6
1
） 

   

第
２９
回
月
見
の
宴 

■時
１０
月
8
日
貍
午
後
5
時
〜
9
時 

■所
中
津
万
象
園 

■内
岩
崎
良
美
、
丸
亀
城
バ
サ
ラ
京
極

　
隊
、
フ
ラ
ス
タ
ジ
オ
・
メ
レ
ア
ロ

　
ハ
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス 

■料
前
売
券
2
5
0
0
円
、
当
日
券
3
 

　
0
0
0
円
、
フ
リ
ー
パ
ス
・
賛
助

　
会
員
5
0
0
円 

■問
中
津
万
象
園（
蘂
2
3
―
6
3
2
6
） 

 

無
料
労
働
相
談
会 

■時
１０
月
１１
日
貂
〜
１６
日
豸
正
午
〜
午

　
後
4
時 

■所
①
１０
月
１１
日
貂
〜
１４
日
貊
＝
県
庁

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
高
松
市
）
②
１０
月 

　
１５
日
貍
、
１６
日
豸
＝
高
松
港
旅
客

　
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
1
階（
高
松
市
） 

■対
県
内
事
業
所
に
勤
め
る
労
働
者
、

　
事
業
主 

■内
弁
護
士
や
大
学
教
授
に
よ
る
解
雇
、

　
退
職
、
賃
金
未
払
い
な
ど
労
使
関

　
係
上
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
会 

■申
①
直
接
会
場
へ
②
１４
日
貊
午
後
5
時

　
ま
で
に
電
話
予
約（
先
着
6
件
ま
で
） 

■問
県
労
働
委
員
会
事
務
局
（
蘂
0
8 

　
7
―
8
3
2
―
3
7
2
1
） 

 

讃
岐
太
鼓
の
つ
ど
い 

■時
１０
月
１６
日
豸
午
後
1
時
〜
3
時 

■所
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
 

■内
丸
亀
京
極
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結

　
成
３５
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

　
て
県
内
5
グ
ル
ー
プ
が
出
演 

■料
無
料
（
入
場
整
理
券
あ
り
） 

■問
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
蘂
2
3
―
8 

　
1
6
6
） 

 

じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
1 

■時
１０
月
8
日
貍
午
前
１０
時
〜
午
後
4
時 

■所
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松
（
高
松

　
市
） 

■内
劇
団
カ
ッ
パ
座
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ

　
カ
ル
、
講
演
会
な
ど 

■料
無
料
（
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
整
理
券

　
が
必
要
） 

■問
県
人
権
・
同
和
政
策
課
（
蘂
0
8

　
7
―
8
3
2
―
3
2
0
1
） 

 

法
務
局
く
ら
し
の
相
談
所 

■時
１０
月
2
日
豸
午
前
１０
時
〜
午
後
3
時 

■所
高
松
法
務
局
丸
亀
支
局 

■内
登
記
、
戸
籍
・
国
籍
、
供
託
、
人

　
権
、
公
証
事
務
な
ど
の
相
談
会 

■問
高
松
法
務
局
庶
務
課
（
蘂
0
8
7

　
―
8
2
1
―
6
1
9
1
） 

 

不
動
産
無
料
相
談
会 

■時
１０
月
7
日
貊
午
前
１０
時
〜
午
後
4
時 

■所
市
役
所
本
館
1
階
相
談
室 

■内
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
不
動
産
価

　
格
や
土
地
取
引
の
相
談
会 

■問
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
（
蘂
0
8 

　
7
―
8
2
2
―
8
7
8
5
） 

 

丸
亀
少
女
の
家
（
女
子
少
年
院
） 

施
設
見
学
会 

■時
１１
月
１９
日
貍
午
前
9
時
半
〜
１１
時
半 

■所
丸
亀
少
女
の
家
（
中
津
町
） 

■対
市
内
在
住
で
２０
歳
以
上
の
人 

■定
３０
人
（
申
込
順
） 

■内
院
内
見
学
な
ど 

■料
無
料 

■申
１０
月
３１
日
豺
ま
で
に
、
丸
亀
少
女

　
の
家
（
蘂
2
2
―
9
2
2
6
） 

 

関
節
リ
ウ
マ
チ
講
演
会 

■時
１０
月
２０
日
貅
午
後
2
時
〜
4
時 

■所
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
4
階
研
修
室 

■内
宇
多
津
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
瀬
戸
院
長

　
に
よ
る
「
リ
ウ
マ
チ
患
者
の
慢
性

　
腎
臓
病
に
つ
い
て
」 

■料
無
料 

■問
Ｒ
Ａ
ほ
の
ぼ
の
会
・
松
田
さ
ん（
蘂

　
2
2
―
2
5
8
2
） 

 

キ
ャ
ラ
★
フ
ェ
ス
5 

■時
１０
月
２９
日
貍
午
前
１１
時
〜
午
後
4
時 

■所
丸
亀
中
央
商
店
街
一
帯
、
Ｊ
Ｒ
丸

　
亀
駅
前
広
場 

■内
コ
ス
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
、
ス
テ
ー
ジ
シ

　
ョ
ー
、
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
大
会
な
ど 

■問
キ
ャ
ラ
フ
ェ
ス
実
行
委
員
会
（
蘂

　
0
8
7
―
8
8
7
―
0
3
0
0
） 

 

第
１５
回
四
国
矯
正
展 

■時
１０
月
１５
日
貍
午
前
１０
時
〜
午
後
4

　
時
、
１６
日
豸
午
前
9
時
半
〜
午
後

　
3
時 

■所
高
松
刑
務
所
（
高
松
市
） 

■内
少
年
院
・
刑
務
所
文
芸
作
品
展
示
、

　
施
設
見
学
、作
業
製
品
の
販
売
な
ど 

■料
無
料 

■問
法
務
省
高
松
矯
正
管
区
作
業
課（
蘂

　
0
8
7
―
8
2
2
―
5
7
1
5
） 

 

登
記
無
料
相
談
会 

■時
１０
月
1
日
貍
午
前
１０
時
〜
午
後
3
時 

■所
丸
亀
市
民
会
館
ほ
か
6
会
場 

■内
土
地
、
建
物
の
調
査
、
測
量
、
登

　
記
の
相
談
会 

■問
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
（
蘂
0
8 

　
7
―
8
2
1
―
1
8
3
6
） 

 

介
護
の
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

　
１１
月
１１
日
の
介
護
の
日
に
ち
な
ん 

だ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。 

■時
１０
月
２３
日
豸
午
前
１１
時
〜
午
後
5
時 

■所
ゆ
め
タ
ウ
ン
丸
亀 

■内
高
齢
者
疑
似
体
験
、
リ
ハ
ビ
リ
ゲ

　
ー
ム
体
験
、
介
護
食
の
試
食
な
ど 

■料
無
料 

■問
さ
ぬ
き
福
祉
専
門
学
校
（
蘂
2
1

　
―
8
5
0
0
） 

 

丸
亀
競
技
場
体
育
の
日
無
料
開
放 

■時
１０
月
１０
日
豢
午
前
9
時
〜
午
後
5
時 

■所
丸
亀
競
技
場 

■内
ス
タ
ン
ド
一
般
開
放
、
陸
上
、
サ

　
ッ
カ
ー
イ
ベ
ン
ト
な
ど 

■問
同
競
技
場（
蘂
2
1
―
5
8
0
0
） 

 

備
讃
瀬
戸
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー 

一
般
公
開 

■時
１０
月
３０
日
豸
午
前
１０
時
〜
午
後
3
時 

■所
同
セ
ン
タ
ー
（
宇
多
津
町
） 

■内
業
務
紹
介
パ
ネ
ル
展
示
、
東
日
本

　
大
震
災
関
係
パ
ネ
ル
展
示
な
ど 

■問
同
セ
ン
タ
ー（
蘂
4
9
―
3
3
6
6
） 

   

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
法
講
習
受
講
者 

　
不
安
や
悩
み
を
抱
え
た
人
へ
の
接

し
方
や
話
の
聞
き
方
に
つ
い
て
、
体

験
実
習
を
中
心
に
学
ぶ
講
習
会
で
す
。 

■時
１０
月
３１
日
豺
、
１１
月
7
日
豺
、
１４

　
日
豺
午
後
1
時
１０
分
〜
5
時
１０
分

　
（
全
3
回
） 

■所
高
等
技
術
学
校
丸
亀
校 

■対
在
職
者 

■定
１５
人
（
申
込
順
） 

■料
4
0
0
0
円
（
全
3
回
分
） 

■申
１０
月
２８
日
貊
ま
で
に
、
同
校
（
蘂

　
2
2
―
2
6
3
3
） 

 

ＴＥＬ0877-58-4144
当事務所は皆様の身近な法律家です。お客様を全力でサポート致します！ 

司法書士・行政書士・土地家屋調査士 

高橋　誠高橋　誠 事務所事務所 高橋　誠高橋　誠 事務所事務所 高橋　誠 事務所 無料相談 
受付中！ 

蘆破産・債務整理 蘆過払い金返還請求 

蘆売買・相続・贈与による名義変更 蘆遺言・会社設立 

蘆土地測量・分筆・建物登記 蘆建築業許可・農地申請 

丸亀市土居町二丁目6番5号 



●秋といえば、ス
ポーツの秋。運動
おんちの私ですが、

今年こそ何か運動を始めるぞ！（く
ぅちゃん）●朝晩と涼しくなり、秋の
訪れを感じますね。今月は読書を楽
しみたいな♪（凛）●食欲の秋到来。
10月10日の「とっとの日」には、丸
亀名物骨付鳥を食べるぞ（もり）●
より一層親しまれる本紙にと投稿を
募集しています。お手元に届くころ
は、山も衣替えでしょうか。（中年明） 
 

 
●おはなし会 
飯山＝10月1日貍午後2時 
中央＝10月22日貍午後3時 
●子ども日曜TVシアター 
日時＝10月2日豸、16日豸  
　　　午後1時半 
場所＝中央図書館 
対象＝幼児・小学生 
●ボンジュール！ ヤン＆ロー
　ロンのフランス語で絵本の
　読み聞かせ＆ギター演奏 
中央＝10月30日豸午後1時 
飯山総合学習センター＝11月
　5日貍午前10時半 

綾歌＝11月6日豸午前10時半 
対象＝幼児・小学生と保護者 
定員＝30組 
●親子で落語を楽しもう！ 
日時＝10月15日貍午後1時半 
場所＝中央図書館 
内容＝白鷺亭楽笑さんによ
　る落語 
●市内小・中学生 
　読書感想文等入選作品展 
日時＝10月27日貅～11月6日豸 
場所＝中央図書館 
●世界の民話絵本展 
日時＝10月27日貅～11月6日豸 
場所＝綾歌図書館 

●中央図書館（蘂22-3746） 
　10日、24日、31日 

●綾歌図書館（蘂86-5915） 
　3日、10日、17日、24日、31日 

●飯山図書館（蘂98-2666） 
　3～12日、17日、31日 

『世界で一番美しい人体図鑑』 
奈良信雄・監訳（エクスナレッジ） 

　美しく立体的なグラフィックで複雑な人体の構造を
分かりやすく解説。透明フィルムのページを重ねるこ
とで、細かな部分まで理解できる。 

『ねことライオンにてる？にてない？』 
ひさかたチャイルド 

『想い出の写真永久保存完全マニュアル』 
戸田覚・著（東洋経済新報社） 

　大事な写真はしっかりと防災対策をしておきたい。無料サービスを
利用し、ほとんどお金をかけず、写真やビデオをインターネットへ保存
する方法を紹介。古い写真やビデオをデータ化する方法なども説明。 

　身近にいる猫と、アフリカにいるライオン。同じネコ科であ
りながらまったく違う環境にいる両者の特徴を、原寸大の写真
などを交え比較しながら紹介。動物の大きさが実感できます。 

１０月の休館日 

ほっ
と 

一息
 
編 集

 室 

　
点
字
利
用
者
は
3
万
人 

　
１
８
２
５
年
に
、
６
点
に
よ
る
点
字

を
考
案
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
ル
イ
・
ブ
ラ

イ
ユ
は
全
盲
で
し
た
。
彼
は
３
歳
の
と

き
に
錐
で
左
目
を
突
い
て
失
明
、
感
染

症
の
た
め
５
歳
で
全
盲
に
な
り
盲
学
校

に
入
り
、
15
歳
の
と
き
に
点
字
を
発
明

し
ま
し
た
。
日
本
語
点
字
は
１
８
９
０

年
に
石
川
倉
次
が
考
案
し
ま
し
た
。 

　
視
覚
障
が
い
者
は
全
国
で
約
31
万
人

い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
点
字
が
使
え
る

人
は
約
３
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

点
字
は
読
む
の
が
難
し
く
、
長
期
間
の

訓
練
が
必
要
で
す
。 

　
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
に
注
意 

　
点
字
以
外
に
も
、
視
覚
障
が
い
者
の

社
会
生
活
を
支
援
す
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
身
近
な
も
の
は
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
で

す
。
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
自
転
車
や
バ
イ

ク
を
停
め
な
い
こ
と
や
、
停
め
て
い
る

の
を
見
掛
け
た
ら
注
意
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。 

　
ま
た
、
白
杖
も
使
い
ま
す
。
自
動
車

を
運
転
す
る
時
は
白
杖
の
歩
行
者
を
見

る
と
青
信
号
で
も
止
ま
り
、
ス
ピ
ー
ド

を
落
と
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
家

の
照
明
が
つ
い
て
い
る
か
を
確
認
す
る

道
具
も
あ
り
ま
す
。 

　
音
声
に
よ
る
支
援 

　
点
字
が
で
き
な
い
人
も
多
い
た
め
、

音
声
に
よ
る
支
援
が
不
可
欠
で
す
。
音

声
で
方
位
を
知
ら
せ
る
器
具
、
色
を
読

み
取
っ
て
知
ら
せ
る
器
具
、
時
間
を
知

ら
せ
る
時
計
も
あ
り
ま
す
。
新
聞
な
ど

の
漢
字
と
仮
名
交
じ
り
の
印
刷
物
な
ら
、

ス
キ
ャ
ナ
ー
を
使
っ
て
パ
ソ
コ
ン
で
読

み
込
み
、
音
声
に
変
え
る
こ
と
も
で
き

ま
す
、
点
字
以
外
に
も
様
々
な
手
段
が

開
発
さ
れ
、
視
覚
障
が
い
者
の
社
会
参

加
の
条
件
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

し
あ
わ
せ

し
あ
わ
せ 

づ
く
り

づ
く
り 

し
あ
わ
せ

し
あ
わ
せ 

づ
く
り

づ
く
り 

障
が
い
者
の
人
権 

視
覚
障
が
い
者
の
生
活
支
援 

 

笵 

１９ 
広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 

１８ １８ 

 
親
子
英
語
小
組 

　
絵
本
や
音
楽
、
ダ
ン
ス
で
楽
し
く

英
語
に
親
し
み
ま
せ
ん
か
。 

■時
１０
月
２０
日
貅
午
前
１０
時
〜
１１
時 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
4
階
大
広
間 

■対
2
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者 

■料
1
5
0
0
円（
入
会
金
を
含
む
）、

　
初
回
体
験
無
料 

■申
前
川
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―
4
3
3
 

　
8
―
5
1
5
5
） 

 

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら 

《
す
く
す
く
子
育
て
講
座
》 

■時
１０
月
２３
日
豸
、１１
月
２０
日
豸
、１２
月

　
１８
日
豸
午
前
１０
時
〜
正
午（
全
3
回
） 

■所
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
4
階 

■定
３０
人
（
申
込
順
） 

■料
無
料 

《
パ
パ
・
マ
マ
の
た
め
の
防
災
講
座
》 

■時
１１
月
6
日
豸
午
前
１０
時
〜
正
午 

■所
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
4
階 

■定
1
0
0
人(

申
込
順) 

■料
無
料
（
整
理
券
が
必
要
） 

■申
社
会
福
祉
協
議
会
（
蘂
2
2
―
5

　
7
0
0
） 

 

第
１４
回
丸
亀
う
ち
わ
技
術
・ 

技
法
講
座
受
講
生 

　
国
の
伝
統
的
工
芸
品
指
定
「
丸
亀

う
ち
わ
」
の
基
本
的
な
技
術
・
技
法

を
１４
日
間
で
習
得
す
る
講
座
。 

■時
１１
月
１９
日
貍 

　
〜
１２
月
4
日 

　
豸
の
午
前
9
 

　
時
〜
午
後
5
 

　
時
（
月
曜
休
講
） 

■所
う
ち
わ
の
港
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

■定
１０
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
面

　
接
で
決
定) 

■申
１１
月
5
日
貍
ま
で
に
、
同
ミ
ュ
ー

　
ジ
ア
ム
（
蘂
2
4
―
7
0
5
5
） 

 
犯
罪
被
害
者
支
援 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座 

■時
１１
月
１０
日
貅
〜
平
成
２４
年
2
月
２３

　
日
貅
ま
で
の
全
8
回 

■所
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
高

　
松
市
） 

■定
約
２０
人 

■内
被
害
者
の
心
理
、司
法
の
役
割
、被

　
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
な
ど 

■申
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
勤
務

　
先
・
応
募
理
由
を
明
記
し
た
申
込

　
用
紙
を
１０
月
３１
日
豺
ま
で
に
Ｎ
Ｐ

　
Ｏ
法
人
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
か

　
が
わ
へ
郵
送
、
ま
た
は
（
蘂
薨
0
 

　
8
7
―
8
9
7
―
7
7
9
0
） 

 

県
立
保
健
医
療
大
学
公
開
講
座 

■時
１１
月
１１
日
貊
午
後
1
時
半
〜
4
時 

■所
同
校
大
講
義
室
（
高
松
市
） 

■定
2
0
0
人
（
申
込
順
） 

■内
テ
ー
マ
「
健
や
か
に
生
き
よ
う
」 

■料
無
料 

■申
１１
月
8
日
貂
ま
で
に
、
同
校
（
蘂

　
0
8
7
―
8
7
0
―
1
2
1
2
） 

 

誰
で
も
楽
し
く
い
い
汗
流
し
ま
せ
ん
か 

●
ボ
デ
ィ
ケ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ 

■時
１０
月
7
日
〜
１２
月
１６
日
の
毎
週
金

　
曜
午
後
7
時
１５
分
〜
8
時
４５
分 

●
ヨ
ガ
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
＆
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク 

■時
１０
月
8
日
〜
１２
月
１７
日
の
毎
週
土

　
曜
午
後
7
時
１５
分
〜
8
時
４５
分 

■所
飯
山
総
合
運
動
公
園
体
育
館 

■他
参
加
料
必
要（
各
教
室
全
１０
回
） 

■問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
飯

　
山
事
務
局（
蘂
9
8
―
6
8
0
0
） 

 

新
婦
人
親
子
リ
ズ
ム
小
組 

■時
木
曜
午
前
１０
時
半
〜
正
午（
月
3
回
） 

■所
蓮
池
公
園
内
軽
運
動
室 

■対
就
園
前
の
子
ど
も
と
お
母
さ
ん 

■内
リ
ズ
ム
や
手
遊
び
、
絵
本
や
簡
単

　
な
工
作
な
ど 

■料
月
1
2
0
0
円（
お
や
つ
代
含
む
） 

■申
近
石
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―
7
5
7
 

　
0
―
4
2
1
3
） 

 「
船
ハ
イ
ク
」
島
巡
り
ウ
オ
ー
ク 

■時
１０
月
２８
日
貊
午
前
7
時
半
に
丸
亀

　
港
集
合
（
小
雨
決
行
） 

■所
北
木
島
（
岡
山
県
笠
岡
市
） 

■内
約
8
誅
の
山
道
ウ
オ
ー
ク 

■定
約
５０
人
（
申
込
順
） 

■料
4
5
0
0
円
（
昼
食
代
、
保
険
料

　
含
む
） 

■申
市
体
育
協
会
（
蘂
2
4
―
6
2
5
 

　
1
） 

 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
参
加
者 

■時
１０
月
9
日
豸
午
前
8
時
半
市
役
所 

　
前
集
合 

■所
香
西
寺
（
高
松
市
） 

■料
無
料
（
申
込
不
要
） 

■他
手
袋
、
帽
子
、
水
筒
、
雨
具
な
ど

　
持
参 

■問
山
下
さ
ん（
蘂
2
2
―
3
6
6
0
） 

 

新
婦
人
絵
手
紙
小
組 

　
日
本
絵
手
紙
協
会
公
認
講
師
の
指 

導
で
絵
手
紙
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
。 

■時
火
曜
午
前
１０
時
〜
正
午（
月
2
回
） 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
5
階
ゆ
め 

■料
1
4
0
0
円
（
月
額
） 

■申
白
川
さ
ん（
蘂
2
8
―
7
6
2
3
） 

 

綾
歌
絵
画
研
究
会
会
員 

■時
毎
週
火
曜
午
後
1
時
半
〜
4
時
半

　
（
昼
の
部
）
午
後
6
時
半
〜
9
時

　
半(

夜
の
部) 

■所
栗
熊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

■料
2
0
0
0
円
（
月
額
） 

■定
各
２０
人 

■申
直
接
会
場
で
受
け
付
け 

■問
ぎ
ゃ
ら
り
ぃ
風
（
蘂
8
6
―
2
1
 

　
1
2
） 

は
す 

き
り 

は
く 

じ
ょ
う 

図書図書館 行こう！ 図書館 行こう！ へ 

元気なお子様を 
しっかりサポート 

 

〒760-0018 高松市天神前5-18　ルモンド田中4Ｆ ホームページ 
http://www.kagawakenminkyosai.or.jp/

こども型 

こども型 こども型 

60～85歳 
まで幅広く保障 

熟年型 

入院保障も 
死亡保障も 
セットされた 

総合保障型 

総合型 
熟年型 

0歳 60歳 85歳 18歳 
※ 

65歳 
※ 

太陽光発電 

エアコン・エコキュートの施工 



二
〇
一
一 

も
み
じ
編 

花が咲くと、辺り一面に良い香りが立
ち込めます。日本のものは、雄株だけ
なので実を結びませんが、挿し木で増
やすことができます。（亀山公園） 

花 便 り 今月の見ごろ今月の見ごろ 今月の見ごろ 

小　幡　悠　花ち
ゃ
ん 新　居　涼　太ち

ゃ
ん 

に お ばた い た りょう 

（H20.6.29生） 
飯 山 町  

わが家のわが家の 

アイアイドルドル 
わが家のわが家の 

アイアイドルドル 
わが家の 

アイドル 

募
集 

★
1
歳
か
ら
3
歳
ま
で
の
お 

　
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！ 

★
申
し
込
み
は
、
秘
書
広
報 

　
課
蘂
2
4
―
8
8
0
0
へ 

か 

（H21.12.10生） 
南 条 町  

笑顔の素敵な女の子に育ってね 
大好きだよ螢 

そのままの素直な涼ちゃんで 
いてください螢 お母さんより 

四国新聞販売㈱に委託し、市内の全世帯（※一部地域を除く）に配布しています。配布のお問い合わせは、同社（薔0120-494459）までご連絡ください。 
※城乾地区は同コミュニティセンター（蘂21-0012）へお問い合わせください。 ２０ 

●
編
集
と
発
行
　
丸
亀
市
役
所
総
務
部
秘
書
広
報
課
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広
報
丸
亀
 

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
 

ゆう 

〈問い合わせ〉ちょっと寄り道こんぴら街道事務局（文化観光課内）蘂24-8816
http://www.konpirakaidou.com

大河ドラマ浅井三姉妹に 
　　　　　　思いを馳せて！ 

こんぴら街道を舞台に､うどん､
うちわ､醤油豆など、”ふるさと
丸亀再発見の旅”へ出掛けよう。 

“丸亀京極・こんぴら街道” 
今昔物語 

開 催 日：10/8（土）、29（土）、11/12（土） 
距離など：約2.5㎞・3時間 
参 加 料：1,000円 

海を眺めながら 
蛸飯を食べる 

食後は、目の前の海で釣りをします。
釣りをしたことがない人や女性の参加
大募集。島の散策もできるかも……。 

開 催 日：10/15（土） 
距離など：釣場100ｍ・4時間半 
参 加 料：1,500円（食事代込み） 

ろうそくで照らす城下町 
（丸亀コース） 

むかしむかし……こんぴら灯籠のろうそ
くの灯りは、まちを照らす重要な道しる
べでした。みんなで灯りを復活させよう！ 

開 催 日：11/13（日） 
距離など：約4㎞・4時間半 
参 加 料：2,000円 

普段のまち わたしたちの 
好きな物 再発見！！ 

タコ焼き、イチゴ大福、ぎょうざ、
醤油豆､釜飯。満腹感たっぷり
のひとときをおすそわけ。 

開 催 日：10/22（土）、11/5（土） 
距離など：約2㎞・3時間 
参 加 料：1,800円（食事代込み） 

1

小手島で小魚を 
釣りましょう 

4

ほのぼのグルメ堪能と 
丸亀うちわ作りの職場拝見 

長年愛されてきた”この店の一
品”をほのぼの気分でご紹介。
昔ながらの味を堪能しよう。 

開 催 日：10/8（土）、18（火） 
距離など：約2㎞・3時間 
参 加 料：1,800円 

わがまち路地裏名店街… 
リニューアル特別企画編 

2

MYボンボリ ｄｅ 
こんぴら街道ウオーク 丸亀編 

5

城北主婦の 
食いしんぼうバンザイ！ 

3

は 

しょう ゆ 

たこ 

丸
亀
と 

い
っ
た
ら 

こ
れ
だ
ね
！ 

楽
し
い 

ひ
と
と
き
を
！ 

Ｍ
Ｙ
ボ
ン
ボ
リ 

作
り
を
体
験 

し
よ
う
！ 

丸
亀
の 

お
い
し
い
物
が 

味
わ
え
る
よ
！ 

④
は
新
し
く 

で
き
た
、ま
ち 

あ
る
き
だ
よ
！ 

2011 菊フェスティバル 

in アイレックス 
10/29日貍・30日豸 

●焼肉パーティー 
日時＝10月29日貍正午～午後8時 
料金＝1300円（当日1400円） 
販売場所：綾歌市民総合センター（蘂86- 
　　　5516）、文化観光課（蘂24-881 
　　　6）、飯綾商工会（蘂98-2236） 
●協賛舞台発表 
日時＝10月29日貍午前10時開演 
場所＝アイレックス野外ステージ 
内容＝富熊小鼓笛隊、綾歌中吹奏楽部、和
　　　太鼓、日本舞踊、大正琴、民謡など 
●協賛展示 
日時＝10月29日貍・30日豸 
場所＝アイレックス小ホール 
内容＝絵画、書道、陶芸、華道、文芸作品、 
　　　茶会 
●菊花展、バザー（青空市） 
※菊花展は10月27日から開催 

綾歌市民総合センター 蘂86-5516 
文 化 観 光 課 蘂24-8816 
飯 綾 商 工 会 蘂98-2236

たん のう 

キンモクセイキンモクセイ キンモクセイ 


